

































































































































(3) AdmmSmith,An lnquiry into theNatureandCauSesOftheWealth
ofNations, ed. byRH. Campbell andA, S. Skinner, 2voIsOxford,
1976 (以下W.N、 と略す） 、･c1. 1, p. 456
大内兵衛・松川七郎訳『諸国民の富』 （岩波文庫版） (3)56頁。 cfMSpp.
184～5 邦訳（下) 394頁。
(4) 内田義彦「経済学の生誕」 （増補）未来社, 1971年, 96～126頁。船越経
三「アダム・スミスの世界」東洋経済, 1973¥94～1m頁。参照。























































































































⑩W.N, vol. I, p. 13邦訳(11 98頁。
























(I2)W.N.vol. I, p. 22邦訳(1) 112頁。
(13 cf．E.G.West, !(AdamSmithandAlienation,'' inEssaysonAdam
Smith, editedbyA. S. Skinner&T.Wilson,Oxford, 1975-
“ 「資財の蓄積は事物の性質上分業に先だたざるをえないから，労働もまた
先だっておこなわれる資財の蓄積だけに比例してますます細分されうるので



































































































































であるが， スミスはこの価格に先立って， 諸商品の「交換'ml1M｣ (value
~"W.N･ vol(2DW．N･ vol
~
I, P. 454邦訳|3) 52頁。


















































































































































"W.N、 v01． 1． p. 72邦訳(1) 202頁。
























































AnEarlyDraftOfPartOf theWealthoINaliCns (c. 1763)-W．R・
















































会に関する研究が彼の道徳哲学体系(1. 自然神学, 2.倫理学, 3.法学’
4．経済学）に従って結実したものが『道徳情操論』や『国富論』として
あらわされたのである。
マクフィの表現によると「18Cにおいて，かれらは（スミスを中心とし
たスコットランド学派一引用者）経済学を,社会についての一般理論のな
かの一章としてしか，かんがえなかったのであり， その一般理論は’社会
的および個人的な心理学と倫理学，それに法律学，政治学，社会哲学まで
もふくんでいた。このことは，すくなくとも，思想における分裂と実際生
活でのコミュニケーションの欠如を，ふせいだのである｣酌と。
経済学の危機とか反省とかいわれる今日，経済学の創設者スミスが経済
学に対して以上のような接近方法を用いたことを考えることは意味深いこ
とである。 （完）
"A.L.Macfie,Thelndividual inSociety,London
舟橘喜恵・天羽康夫・水田洋訳「社会における個人」
10頁。
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